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こんにちは。 

今日は、前期
ぜ ん き

最終日
さ い し ゅ う び

だったので「終業式
しゅうぎょうしき

」がありました。体育館に三

咲っ子全員が集まるのは、４月以来
い ら い

でした。①はじめの言葉
こ と ば

 ②校歌
こ う か

斉唱
せいしょう

 ③通知表
つ う ち ひ ょ う

授与
じ ゅ よ

 ④校長の話 ⑤終わりの言葉 という流
なが

れでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三咲っ子のみなさん、おはようございます。今日は、前期最後の日です。 

４月に学校が始まってから今日まで、１年生は１００日間、２年生から６年生は１０２日間が過ぎ

ました。５月と９月に「大雨警報による臨時休業」があったので、予定より２日間少なくなりました。

学級閉鎖をしたクラスは、もう少し少なくなっています。 

４月に新しい先生や友達、１年生を迎えて、令和５年度の三咲小学校がスタートしました。４月

には１年生を迎える会、５月には運動会、６月には授業参観がありました。水泳の学習もありまし

た。夏休みには、７組さんの４･５･６年生が他の学校の友達と合同宿泊学習に行ってきました。 

夏休みが終わると、６年生は修学旅行で栃木県日光市へ、１年生と３年生は校外学習で、

それぞれ千葉市動物公園と、船橋市内の見学に行きました。４年生は、プラネタリウムの観覧に

行きました。１０月８日にあった「市民陸上大会」では、５･６年生の代表が三咲小学校のユニフォ

ームを着て、走ったり、投げたり、跳んだりして、他の学校の５･６年生競い合いました。つい先日の

芸術鑑賞教室では、劇団風の子さんによる「スクラム☆ガッシン準備完了！第２号計画´」を観

て、みんなで盛り上がりましたね。 

今日の午後、みんなの前期の様子をおうちの人に知らせるための通知表「あゆみ」を担任の

先生が、みんな一人一人に渡します。この「あゆみ」には、みんなの授業中の様子、係活動の様

子、休み時間の様子などが書かれています。担任の先生が、みんなのことを思い浮かべながら

作りました。がんばったことが、必ず書いてあるので、楽しみに待っていてください。低学年のみなさ

んは、読めない漢字があるので、おうちの人に読んでもらってください。 

週明けの２３日からは、「後期」になります。前期最後の１日を、元気に、仲よく、楽しく、そして安

全に過ごしましょう。 



終業式が終わったあと、教務主任の白石先生が、私の話よりもずっと

ずっと大切な話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このお話を一人一人が胸
むね

に受
う

け止
と

めて、後期もがんばっていきましょう。 

後期のスタートに向けて、2つ、大切なことをお話したいと思います。 

１つ目は「名札」についてです。三咲小学校では、朝、学校に登校してから、帰るまで、学校

内では、名札をつけて過ごす約束になっています。では、ここで、今日、しっかりと名札をつけてこ

の式に参加できた人をチェックしてみたいと思います。今、しっかりと胸元に名札をつけているという

人は、口を閉じて、真っ直ぐに手を挙げましょう。 

すごいですね。とてもたくさんのお友達がしっかりと名札をつけて参加できています。さすが、三

咲っ子です。これを、毎日、続けていくことが大切です。 

２つ目です。これは、少し残念なお話です。それは、最近、地域の方から、「三咲っ子を心配す

る声」がいくつか届いていることです。具体的には、「交通安全」、「公園での遊び方」、そして「友

達に対する言葉遣いや態度」です。交通安全については、何度もお話を聞いていると思います

が、校門から飛び出さない、横に広がって歩かない、狭い道路で走らない、正しい通学路を上

手に歩いて登下校することです。もう一度、確認しましょう。公園での遊び方は、自転車の止め

方、ボールや遊具など、公園のルールを守って遊ぶことです。そして、今日、１番心配して皆さん

に伝えたいのは、友達に対する言葉遣いや態度についてです。「うざい、きもい、しね」という言葉

は、相手の人格を傷つける「絶対に言ってはいけない言葉」だということは、皆さん、知っています

ね。残念ながら、三咲っ子の口から、このような言葉が聞こえてびっくりしたという声を地域の方か

らいただいています。また、もう１つ、びっくりすることに「中指を人に向かって立てる」という行為を下

校中に見かけたり、休み時間などに見かけたりするという話もあり、残念に思っています。インター

ネット上の動画等の影響もあるのかもしれませんが、大人の世界では、人に向かって中指を立て

るというのは、人に対する最大の侮辱で、文化が違えば、それだけで大きな事件に発展することも

あるということを知っておいてほしいと思います。動画の世界の当たり前は、みんながこれから生き

ていく社会の中では当たり前ではない、ということを知っておいてください。 

学校は、「自分と自分以外の人を大切にすることを学ぶ場」です。特に、これから、後期が始

まり、１つ上の学年に進級、進学を目指していくことになります。自分と、自分以外の人を大切に

できる、立派な三咲っ子になれるよう、先生たちと一緒に頑張っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 


